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B
U
N
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I
徳
島
文
理
大
学
主
催

t
h
/
2
0
2
5

徳
島
文
理
大
学
客
員
教
授

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
奏
者
上
野
耕
平

ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ

2
0
2
5

6
/
1
4

 
(
S
a
t
.
)

 1
4
:
0
0
-
1
6
:
0
0

徳
島
文
理
大
学
高
松
駅
キ
ャ
ン
バ
ス

ム
ラ
サ
キ
キ
ネ
ン
ホ
ー
ル

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

上
野
耕
平
流
サ
ッ
ク
ス
の

吹
き
方
を
学
ぼ
う
!

世
界
的
な
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
奏
者
で
あ
る
上
野
耕
平
氏

か
ら
、
上
野
流
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
練
習
の
仕
方
、

奏
法
や
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
等
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
上
野
流
デ
イ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

お
勧
め
練
習
法

■
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
を
よ
り
豊
か
に
表
現
す
る

た
め
に
は

コ
ン
サ
ー
ト

主
催
:
徳
島
文
理
大
学

共
催
:
香
川
県
「
か
が
わ
ジ
ュ
ニ
ア
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

 (
K
J
O
)
」

参
加
無
料

2
0
2
5

6
/
1
5

 
(
S
u
n
.
)

 1
0
:
0
0
-
1
5
:
0
0

徳
島
文
理
大
学
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス

音
楽
学
部
・
短
大
音
楽
科

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
上
野
耕
平
が

や
っ
て
来
る
!

《
講
演
&
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
》

講
演
テ
ー
マ
 
上
野
流
音
楽
の
楽
し
み
方

※
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
、

決
ま
り
次
第
徳
島
文
理
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

上
野
耕
平
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
藝
術
大
学
器
楽
科
を
卒
業
。
第
2
8
回
日
本
管

打
楽
器
コ
ン
ク
ー
ル
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
部
門
第
1
位
・

特
別
大
賞
(
史
上
最
年
少
)
。
2
0
1
4
年
第
6
回
ア

ド
ル
フ
・
サ
ッ
ク
ス
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
第
2
位
。
現
在
、

国
内
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中
で
も
ト
ッ
プ
の
位
置
を

し
め
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
N
H
K

 
交
響
楽
団
、
読
売
日

本
交
響
楽
団
、
東
京
都
交
響
楽
団

 
他
、
国
内
の
ほ

と
ん
ど
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
。
N
H
K
-
F
M
「
x
(
か

け
る
)
 
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
の
司
会
、
テ
レ
ビ
「
題
名
の

な
い
音
楽
会
」
へ
出
演
す
る
な
ど
メ
デ
ィ
ア
と
の
相

性
も
良
い
。
音
楽
以
外
に
も
鉄
道
と
車
を
愛
し
、
深

く
追
求
し
続
け
て
い
る
。
2
0
2
5
年
4
月
1
6
日
に
6
枚

目
の
ソ
ロ
ア
ル
バ
ム
『
e
c
l
o
g
u
e
』
を
リ
リ
ー
ス
。

h
t
t
p
s
:
/
/
u
e
n
o
k
o
h
e
i
.
c
o
m


